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郷土料理の魅力を学び地域活性化へ郷土料理の魅力を学び地域活性化へ

　▲山の芋の調理法を学ぶ家庭クラブの生徒

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
特
別
企
画
「
コ
ム
コ

ム
de
ダ
ン
ス
！
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　
市
内
の
保
育
園
児
た
ち
と
一
緒
に
楽
し

く
踊
り
ま
し
ょ
う
！

日
時　
５
月
29
日（
水
） 

10
時
〜

会
場　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
郷
土
出
身
の
作
曲
家
、
成
田
為
三
先
生

の
作
品
を
中
心
に
、
色
々
な
曲
を
楽
し
く

歌
い
活
動
し
て
い
ま
す
。
素
敵
な
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
歌
い
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

対
象　
小
学
校
１
年
〜
高
校
３
年
生

練
習
日
時　
毎
週
土
曜
日 

９
時
〜
12
時

練
習
場
所　
森
吉
公
民
館

参
加
費　
月
１
０
０
０
円
（
後
援
会
費
）

　
お
花
を
選
ん
で
自
分
だ
け
の
寄
せ
植
え

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
６
月
11
日（
火
）と
10
月
上
旬
の
２
回

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

会
場　
阿
仁
公
民
館

講
師　
加
藤
由
美
子
さ
ん

定
員　
15
人
／
材
料
費
負
担

　
伊
勢
堂
岱
縄
文
館
と
遺
跡
現
地
を
ジ
ュ

ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
ご
案
内
し

ま
す
。
ガ
イ
ド
料
は
無
料
で
す
。

期
間　

４
月
27
日（
土
）〜
５
月
６
日（
月
）

時
間　
10
時
〜
16
時

※
都
合
に
よ
り
案
内
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
後
期
、
文
政
18
年
（
１
８
３

０
年
）
建
築
で
、
藩
主
佐
竹
公
の
本
陣
を

務
め
た
肝
煎
住
宅
の
内
部
を
一
般
公
開
し

ま
す
。

　
ま
た
「
鷹
巣
農
林
高
校
１
０
０
周
年
記

念
誌
に
観
る
写
真
展
」
を
同
時
開
催
し
ま

す
。
両
日
11
時
よ
り
河
田
弘
美
さ
ん
の
お

話
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

期
間　
５
月
３
日（
金
）〜
４
日（
土
）

時
間　
10
時
〜
15
時

場
所　
旧
長
岐
家
住
宅
（
駐
車
場
あ
り
）

入
場
料　
無
料

【
石
川
】
由
緒
あ
る
神
社
で
、
内
館
文

庫
に
は
、
貴
重
な
収
蔵
品
が
あ
り
、
太

鼓
だ
け
で
な
く
古
く
か
ら
の
歴
史
が
あ

り
ま
す
。

◇
八
幡
宮
綴
子
神
社
例
大
祭
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

【
宮
司
】
７
月
14
、
15
日
に
行
い
ま
す
。

15
日
は
神
事
、
湯
立
、
奉
納
と
い
う
順

番
で
行
い
ま
す
。
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ

る
大
太
鼓
や
獅
子
踊
り
な
ど
は
、
神
に

喜
ん
で
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。

【
鈴
木
】
昭
和
41
年
ま
で
は
旧
暦
の
６

月
14
、
15
日
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
地
域
は
農
業
が
盛
ん
で
し
た
が
、
水

不
足
に
悩
ま
さ
れ
、
氏
子
農
民
が
雨
乞

い
神
事
と
し
て
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
た

も
の
で
す
。
奉
納
は
旗
指
物
を
持
っ
た

大
名
行
列
、
獅
子
踊
り
、
奴
踊
り
、
棒

使
い
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
宮
司
】
昔
は
奉
納
の
先
陣
争
い
が
あ

り
ま
し
た
。

【
石
川
】
昭
和
５
年
に
上
下
町
交
互
の

当
番
制
に
し
た
時
、
納
得
し
な
い
人
も

い
た
そ
う
で
す
。

【
鈴
木
】奉
納
の
先
陣
争
い
が
な
く
な
っ

た
後
に
今
度
は
太
鼓
の
大
き
さ
を
競
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次
号
に
続
く

浜
辺
の
歌
少
年
少
女
合
唱
団

団
員
募
集

　

 

森
吉
公
民
館 

☎
72‐

３
２
５
９

申
問 コ

ム
コ
ム
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

「
コ
ム
コ
ム
de
ダ
ン
ス
！
」

　

 

生
涯
学
習
係 

☎
62‐

１
１
３
０

申
問

伊
勢
堂
岱
遺
跡
「
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
が
ご
案
内
し
ま
す

　

 

伊
勢
堂
岱
縄
文
館 

☎
84‐

８
７
１
０

申
問旧

長
岐
家
住
宅（
県
指
定
有
形
文
化
財
）

Ｇ
Ｗ
一
般
公
開

　

 

お
さ
る
べ
元
気
く
ら
ぶ 

長
岐
賢
一

　
☎
０
９
０‐

６
１
０
１‐

８
９
０
６

申
問

　

 

阿
仁
公
民
館 

☎
82‐

２
２
２
０

申
問 阿
仁
公
民
館
短
期
講
座 

受
講
生
募
集

に活かしていく多くのヒントを得ていました。
～北鷹高校家庭クラブの「ナイスクッキング」～

サケの稚魚２万匹を放流サケの稚魚２万匹を放流

　▲大きくなって戻ってくることを願い稚魚を放流

～伊勢堂岱遺跡 世界文化遺産登録を目指して～

チャレンジブースに新規出店！チャレンジブースに新規出店！

　▲En‐Link　▲En‐Link 　▲結‐yuu‐　▲結‐yuu‐

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
の
未
来

を
時
間
を
か
け
て
つ
く
り
あ
げ
て
い
る

（
紡
ぐ
）
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
綴
子
の
歴
史
を
教
え
て
く
だ
さ
い

【
宮
司
】
綴
子
は
１
２
６
２
年
以
前
に

始
ま
り
ま
し
た
。
綴
子
神
社
も
６
５
９

年
に
創
建
さ
れ
た
由
緒
あ
る
お
宮
で
す
。

八
幡
宮
で
は
東
北
で
最
も
古
い
神
社
と

な
り
ま
す
。

（
右
）
綴
子
大
太
鼓
上
町
保
存
会

　
会
長 

石
川
仁
司
さ
ん
（
綴
子
）

（
中
央
）
綴
子
神
社

　
宮
司 

武
内
尊
英
さ
ん
（
綴
子
）

（
左
）
綴
子
下
町
大
太
鼓
保
存
会

　
会
長 

鈴
木
祐
悦
さ
ん
（
綴
子
）

綴子神社にて

⑫

　高校生と協働で地域を活性化しようと、地域の食
を通じ郷土料理の魅力を探るため、３月14日に市
民ふれあいプラザで「高校生のナイスクッキング」
が開催されました。
　この日は、料理愛好家の佐藤絹子さんを講師に
「古くて新しい郷土料理」と題して、山の芋を使っ
たメニューを北鷹高校の家庭クラブが調理し、参加
者にふるまい好評でした。
　また、参加者やコメンテーターの方と一緒に試食
をしたあとの講評やトークから、今後のレシピ開発

　伊勢堂岱遺跡のサケ放流事業「第９回カムバック
縄文サーモン」が、４月６日に同遺跡近くの湯車川
で行われ、市民ら約30人が参加し、サケの稚魚約２
万匹を放流しました。
　この放流事業は、世界遺産登録推進の一環として
行っているもので、湯車川をサケが遡上するふるさ
との川として環境保護を図り、世界遺産登録推進に
貢献することを目的に平成23年度から行っています。
　参加者たちは、川岸からバケツに入れた稚魚を川
に放流し、数年後の里帰りに期待を込めていました。

　市民ふれあいプラザの中には、起業を目指す人たちのビジネスチャンスやステップアップとなる経験の場と
する「チャレンジブース」を設けています。更新期限に伴い、新たに２つの出店が決まり、「En‐Link」（英語教室・
翻訳業）と「結‐yuu‐」（写真撮影等）が営業を開始しました。これまでと違った内容のお店ですので、興味の
ある方は是非お立ち寄りください。


